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  ただいま議題となりました平成２３年度高崎市一般会計予算、

各特別会計予算、並びに関係諸議案のご審議をいただくにあたり、

市政運営について、所信の一端と予算の概要についてご説明を申

し上げ、議員の皆様をはじめ市民の皆様に、格別のご理解とご協

力を賜りたいと存じます。  

 

私は、昭和６２年５月２日に市長に就任して以来、「美しい群

馬に  たくましい高崎」をつくるため、これまで２４年にわたり、

公平で公正な市政を堅持するとともに、市民の皆様とともに高崎

のまちづくりに邁進してまいりました。  

こ の 間 、 高 崎 市 は 着 実 な 発 展 を 続 け 、 平 成 ２ 年 に は 市 制 施 行  

９０周年を、平成１２年には市制施行１００周年を迎えました。 

そして、記憶に新しい平成２２年、高崎市は市制施行１１０周

年を迎え、まちづくりの新たな１０年がスタートしたところでご

ざいます。  

長い歴史を誇る高崎市にあって、６期２４年間の在任中、三度

のまちづくりの節目を市長として迎え、また、本市の歴史に深く

刻まれるであろう三度にわたる「平成の大合併」を、市長として

成し遂げられましたことは、ひとえに議員の皆様をはじめ市民の

皆様の多大なご支援、ご指導の賜物であり、私といたしましても

大きな喜びとするところでございます。  

 

そして、現在の高崎市は、将来都市像に「交流と創造～輝く高

崎」を掲げる第５次総合計画のもと、一層豊かな市民生活の実現

と高崎市全体の限りない発展を目指して、高崎が誇る「市民の力」

と 合 併 し た 各 地 域 の 特 性 を 最 大 限 に 生 か す ま ち づ く り に 取 り 組
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んでおります。中でも、これまで最重点事業として整備を進めて

まいりました「総合保健センター」と「中央図書館」は、まもな

く開館の運びとなり、また、高崎駅東口の整備も完成が近づくな

ど、「交流と創造」をテーマとするまちづくりは着実に進んでい

るところでございます。  

 

来る平成２３年４月１日には、いよいよ「中核市・高崎」が誕

生いたします。これにより、保健衛生や福祉、環境など、特に市

民生活に身近な分野におきまして、名実ともに群馬県のトップを

走る都市にふさわしい、より充実した行政サービスを、私以下職

員一丸となって提供してまいります。  

さらに、本市を取り巻く環境は、今後も大きく変化していきま

す。本年３月１９日には北関東自動車道が全線開通し、平成２６

年度には北陸新幹線の長野・金沢間も開業いたします。高速十字

軸が完成することで、その中心に位置する本市の拠点性や存在感

は一段と高まってまいります。  

私たちのまち・高崎は、群馬の中心都市としてのみならず、今

後は上信越・北陸地域の発展においても、大きな役割を担ってい

くことになるわけでございます。  

 

市長としての任期は残り２か月あまりとなりましたが、都市が

選ばれる時代を迎え、高崎が新たな成長と発展の時代に入った今、

私は、高崎が次の時代に向かってたくましく進んでいくための道

筋づくりに、最後まで全力で取り組んでまいります。  

議員の皆様をはじめ市民の皆様には、特段のご理解、ご協力を

賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。  
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  [国の予算と地方財政計画 ]  

 

さて、わが国の経済は、リーマンショック後の経済危機を克服

し、外需や政策による需要の創出と雇用の下支え効果により、持

ち直してきたとされております。しかしながら、円高の進行や海

外経済の減速懸念により先行きの不透明感が強まるなか、雇用も

依然として厳しい状況にあります。  

このような中、平成２３年度における国の予算は、「成長と雇

用」を最大のテーマとした基本理念の下で編成され、公共事業関

係費は減額となったものの、社会保障関係費の増額や国債費の増

額などにより、一般会計予算は、９２兆４，１１６億円と前年度

比０．１パーセント増の伸び率となっております。  

こ の 結果、税収は前年度に比べ９．４％の増となったものの、

国債の発行額は前年度に引き続き４４兆円台となり、公債依存度

も前年度と同水準の４７．９パーセントになるなど、財政状況は

依然として厳しい状況にあります。  

また、地方公共団体の予算編成の指針となる地方財政計画につ

きましては、地域主権改革に沿った財源の充実を図るとして、前

年度比０．５パーセント増の８２兆５，２００億円となっており

ます。  

   

 [本市予算の大要 ]  

 

そ の よ う な 中 で 編 成 し た 平 成 ２ ３ 年 度 の 高 崎 市 一 般 会 計 予 算

は１，５６２億９，０００万円、前年度に比べ１．８パーセント

の減となりました。  
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また、一般会計、特別会計、企業会計を合わせた総額は  

２，４６９億２，３７３万５，０００円となりました。  

予算編成にあたりましては、『中核市移行による行政サービス

の向上と安心・活力の創出』、及び、『中核市としての行財政基盤

の確立』を基本方針として、将来的に安定した健全財政を目指し、

第５次総合計画の将来都市像に掲げる「交流と創造～輝く高崎」

の建設を着実に推進するものとして、重点的、効率的に予算を配

分したところでございます。  

 

[歳入予算の概要 ]  

 

  それでは、歳入予算の概要について申し上げます。  

  財政運営の根幹をなす市税収入につきましては、前年度比  

１．２パーセント増の５６０億６，５０４万５，０００円を計上

いたしました。  

個人市民税については、景気に持ち直しの動きが見られるもの

の、所得の伸び悩みから、前年度比０．７パーセント減の  

１８１億８，７０５万７，０００円を計上いたしました。  

法人市民税については、企業収益の改善等により前年度比  

１７．３パーセント増の６１億６，８９２万７，０００円を計上

いたしました。  

  固定資産税は、土地が地価の下落を反映させて減少となるもの

の、家屋は新増築などから若干の増加を見込んでおります。また、

償却資産は景気低迷のため新たな設備投資は少なく、減価償却が

進むことから減額を見込み、全体では、前年度比３．０パーセン

ト減の２５１億１，０５０万５，０００円を計上いたしました。 
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 ま た、本年７月１日から課税開始となる事業所税は、初年度と

して５億２，０２４万３，０００円を見込みました。  

 こ の事業所税につきましては、景気の低迷による厳しい経済状

況を考慮し、中小企業者に対して、助成金交付制度の創設や融資

制度を拡充して、経営の安定化に向けた支援を行ってまいります。 

その他、地方譲与税、利子割交付金、地方消費税交付金等は、

ともに経済情勢や収入状況、地方財政計画等を参考に積算して計

上いたしました。  

  地方交付税のうち普通交付税につきましては、中核市移行によ

る新たな需要分として２４億円を見込んだほか、地方財政計画、

市税の収入状況などを勘案し、合計で４１億円増の１４０億円を

計上いたしました。  

  国・県支出金は、歳出事業に対応する所定の額を計上しており

ます。  

  繰入金につきましては、財政調整基金から３８億円を、減債基

金からは１０億円を繰り入れます。  

  市債につきましては、臨時財政対策債を前年度比４．９パーセ

ント増の６４億円として見込みましたが、そのほかの起債は、総

合 保 健 セ ン タ ー や 中 央 図 書 館 な ど の 大 型 建 設 事 業 が 減 少 し た こ

となどから発行額の縮減に努め、市債全体では２８．６パーセン

ト減の１２３億６，４５０万円となりました。  

  

 [歳出予算の概要 ]  

 

  続きまして、歳出予算の概要について、新規施策や主な事業を

中心に、総合計画の政策分野に沿って申し上げます。  
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◎「健康・福祉」すこやかで元気に暮らせるまち  

 

はじめは、「健康・福祉」すこやかで元気に暮らせるまちづく

りについてでございます。  

  少子・高齢社会が進行する中で、すべての市民が生涯にわたっ

て心身ともに健康で、はつらつとした生活をおくり、支援を必要

とする高齢者や障害者、子育て世帯を地域全体で支えあい、いき

いき暮らすことができるまちづくりに取り組んでまいります。  

 

本年４月からの「総合保健センター」開設に伴い、「すくすく

相談」の集団指導化による育児不安の解消や、集団での子どもの

発達を促す「まめの木学級」の開催回数を増加するなど、乳幼児

の健全な発育支援策を拡充いたします。  

また、「がんセット検診」を導入し、新たに「胃がんリスク検

診」や「ピロリ検診」の項目を追加いたします。  

 予 防接種では、疾病の重篤性の高い「子宮頸がん」「ヒブ」「小

児用肺炎球菌」について、対象年齢層に接種の機会を提供すると

ともに、接種にかかる経費を助成いたします。  

 子 育て支援につきましては、中学３年生までの「子ども医療費」

や「妊婦健康診査」などに引き続き助成を実施いたします。  

「子ども手当」につきましては、国の方針により３歳未満の乳

幼 児 に 対 す る 支 給 額 を 月 額 ２ 万 円 に 引 き 上 げ て 実 施 す る 予 算 を

計上しました。  

また、発達障害児に対する支援を効果的に実施するため、「こ

ども発達支援センター」を新たに開設し、統一的な発達障害児支

援策を展開してまいります。  
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 さ らに、昨年度創設した子ども基金を活用して、地域の「子育

て支援活動」を行う団体に対し、活動費の一部を補助してまいり

ます。  

そのほか、放課後児童クラブの円滑な事業運営の支援や専用施

設の建設、私立保育所の施設整備を行うなど、安心して子どもを

産み育てる環境の整備に努めてまいります。  

高齢者対策といたしましては、給食サービスなどの在宅福祉サ

ービスの実施や、地域包括支援センターを中心とした総合相談支

援や介護予防事業を引き続き推進するほか、地域における認知症

支援体制を強化してまいります。  

 障 害者福祉につきましては、障害者自立支援法に基づいたサー

ビスの提供などに努めてまいります。  

 ま た、榛名地域では、福祉会館の建設を図書館との複合施設と

して進め、吉井地域では、総合福祉センターの実施設計および障

害者施設の建設工事を実施するなど、地域福祉の充実を図ってま

いります。  

 

◎「教育・文化」豊かな心と感性が育つまち  

 

  次は、「教育・文化」豊かな心と感性が育つまちづくりについ

てでございます。  

  「人づくりがまちづくりである」という観点から、家庭、学校、

地域が一体となって、心豊かでたくましい子どもを育てるととも

に、生涯にわたって楽しく学習活動が行える環境づくりを進めて

まいります。  

 ま た 、 歴史や文化の薫り高い環境の整備・支援に努めるなど、
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豊かな感性を育むまちづくりを推進いたします。  

  学校教育につきましては、『２１世紀の変化の激しい時代を、

生涯学び続け、心豊かにたくましく生きぬく子ども』の育成を目

指し、「確かな学力の向上」「豊かな人間性の育成」「心身の健康

と体力の向上」「地域に根ざした特色ある学校づくり」｢子どもを

伸ばす教師力の向上 ｣を 柱 とした教育活動の充実に努めてまいり

ます。  

 平 成 ２ ３年度からの小学校新学習指導要領の完全実施に伴い、

指導書等の整備を進めることによって学習指導の充実を図り、子

どもたちの確かな学力向上に努めてまいります。  

  また、近年増加している通級指導教室の利用者の増加に対応す

るため、城山小学校の一室を改修して増設するほか、学校生活に

おける集団不適応などのさまざまな問題解決のために、「学校支

援員」の配置や、適応指導教室におけるきめ細かな指導等に引き

続き取り組んでまいります。  

英語教育といたしましては、外国人英語指導助手の指導による

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 向 上 と 国 際 理 解 の 推 進 に 努 め ま

す。  

  学校施設整備につきましては、校舎や屋内運動場の耐震補強、

トイレの大規模改修を推進するとともに、箕郷・群馬地域の中学

校に自校方式による給食室を整備いたします。  

また、佐野中学校の校舎建設のほか、中川小学校・倉渕小学校

のプール建設を進めるなど、教育環境の整備充実を図ってまいり

ます。  

史跡の保存整備では、日高遺跡、箕輪城跡などの保存整備を引

き続き進めます。  
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社会教育につきましては、地域課題の解決に向けた指導者の育

成など、人づくりの拠点となる生涯学習センター（仮称）を男女

共同参画センター（仮称）との複合施設として整備を進め、平成

２４年４月に開館する予定でございます。  

また、地域の社会教育活動の拠点となる公民館においては、下

里見公民館（仮称）の建設工事を行うほか、昭和５６年以前に建

設された地区公民館の耐震診断を計画的に実施し、整備の必要な

施設について順次改修を行います。  

体育施設整備では、軟式野球場 ･少 年 野球場・レクリエーショ

ン広場などの施設を一体的に整備する群馬地域運動広場（仮称）

の建設工事を進めてまいります。  

経済大学につきましては、本年４月から公立大学法人に移行す

るため、経費の一部を運営費交付金として措置するとともに、グ

ラウンドの拡張整備を行います。  

芸術文化事業では、地域の特色を生かした企画文化事業を開催

するとともに、市美術館とタワー美術館では、収蔵作品展やそれ

ぞれの特徴を生かした企画展を開催いたします。  

また、市の文化行政の今後の方向性を示す「文化振興ビジョン」

の策定に取り組んでまいります。  

 

◎「環境・安全」安心でやすらぎのあるまち  

 

次は、「環境・安全」安心でやすらぎのあるまちづくりについ

てでございます。  

  自然と共生するという視点に立って、緑豊かな自然環境の保全

に努めるとともに、限りあるエネルギーの有効利用を図り、環境
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にやさしい循環型社会の構築を目指してまいります。  

また、災害に強く、犯罪や事故のない、だれもが安全で安心し

て暮らせるまちづくりを進めます。  

 

地球温暖化対策につきましては、環境対策の一助となる太陽光

発電システム導入経費への補助を継続して実施いたします。  

ごみの減量化につきましては、有価物集団回収の奨励など資源

ごみの分別排出の徹底に努め、リサイクルの推進を図るとともに、

学校給食残渣の堆肥化に取り組みます。  

最終処分場エコパーク榛名では、埋め立て期間の延長を図るた

め、第二期施設整備工事を実施し、平成２４年３月に完成する予

定でございます。  

また、新町清掃センターは、跡地を一般廃棄物のストックヤー

ドとする整備を進め、２３年度は焼却炉の解体工事を行います。 

斎場につきましては、老朽化した現在の施設に代わる新たな施

設の建設に向けて基本設計に取り組んでまいります。  

防災対策としては、群馬県との共同開催による総合防災訓練を

実施するほか、防火水槽の設置や消防ポンプ自動車の更新を進め、

地域防災力の向上に努めます。  

さらに、交通安全啓発活動や道路標識、ガードレール等の安全

施設の整備を推進するなど、安全に暮らせる生活環境の整備に努

めます。  

公園緑地事業では、烏川緑地（高松エリア）を親水公園として

整備するほか、観音山公園旧カッパピア跡地の環境資源の保全と

活用を図り、市民の皆様が身近に自然にふれ合えるやすらぎのあ

る生活空間を整備してまいります。  
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◎  「産業・観光」人々がつどう魅力あるまち  

 

  次は、「産業・観光」人々がつどう魅力あるまちづくりについ

てでございます。  

  に ぎ わ い あ ふ れ る 商 都 高 崎 に ふ さ わ し い 多 様 な 機 能 が 集 積 し

たコンパクトで活力ある中心市街地の形成を図るとともに、新産

業の創出や起業支援などにより、商業・工業・農林業のバランス

の取れた産業構造のまちづくりを進めます。  

また、個性ある地域資源を活用した観光地づくりを推進し、広

域から人々がつどう、魅力あるまちの実現を目指します。  

  

中小企業支援策といたしまして、本年７月から新たに導入され

る 事 業 所 税 に 対 す る 助 成 制 度 と し て 「 中 小 企 業 経 営 安 定 化 助 成

金」を創設いたします。景気の低迷による厳しい経済状況を考慮

して、新たな税負担を軽減し、経営基盤安定のために助成金を交

付してまいります。  

また、中小企業向け融資制度におきまして、事業所税導入によ

り経営資金が不足する事業者に対して「経営安定化資金」を設け

るほか、観光施設に係る設備資金を使途とする「観光振興資金」

を創設いたします。  

そのほか、中心市街地でのにぎわいの創出を目的としたイベン

ト開催に対する補助など、商業等活性化を総合的に支援し、商都

高崎の魅力向上に努めてまいります。  

また、企業誘致の促進や雇用の創出・拡大のための各種奨励金

制度も継続して実施するほか、中小企業が行う新製品・新商品の

開発への補助など、多方面から支援を行ってまいります。  
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さらに、コミュニティビジネスの創出につながる事業などを継

続して展開し、雇用の創出と地域経済、地域産業の活性化を図り

ます。  

観光振興につきましては、本年７月から９月にかけて群馬県で

開 催 さ れ る デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン キ ャ ン ペ ー ン の 受 け 入 れ 企 画 や

観光キャラバン等を実施するとともに、各地域の祭りなどの活性

化イベントを継続して実施いたします。  

また、高崎まつりをはじめ榛名湖など各地域の観光資源と特徴

を生かしたお祭りやイベントを支援し、にぎわいの創出を図りま

す。  

高崎フィルム・コミッションでは、引き続き映画やテレビロケ

の誘致等により、全国に高崎の知名度を広めてまいります。  

そのほか、観音山ひびき橋の補修工事や、みさと芝桜公園の園

内整備を行うなど、観光施設の維持補修を行います。  

農業につきましては、集落営農の推進強化や地域の特性を生か

し た 果 樹 や 野 菜 な ど の 特 産 物 の 産 地 育 成 強 化 と 周 年 栽 培 の 確 立

を推進してまいります。また、地元農産物の消費拡大など地産地

消の促進や畜産振興対策等の地域農業施策を推進いたします。  

制度資金事業では、天候不良等の緊急時にすみやかに対応でき

る資金として「農業経営安定緊急融資資金」を活用して支援を行

います。  

さらに、営農団地を集積するフルーツラインの整備を引き続き

推進し、農作物の流通改善や生産基盤の強化、観光面での振興な

どを図るほか、農道整備や基盤整備を行い、農業振興を推進して

まいります。  

林業につきましては、森林整備計画に基づいた間伐の推進、担
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い手対策、林道整備等を行い、林業経営の振興を図るとともに、

地球温暖化防止や水源のかん養など、森林の持つ多面的な機能の

発揮・活用に努めるほか、近年増加している有害鳥獣による農作

物等への被害防止対策を強化して取り組んでまいります。  

 

◎  「都市・建設」便利で快適な住みよいまち  

 

  次は、「都市・建設」便利で快適な住みよいまちづくりについ

てでございます。  

  豊かな市民生活をおくるための基盤整備は、まちづくりの基礎

であるという観点から、地域の特性に配慮し、都市と自然が調和

した快適な住環境を備えた利便性の高いまちづくりを進めます。 

 

都市計画事業では、スマートインターチェンジの整備を促進す

るほか、高崎駅東口駅前広場の再編成整備を推進することにより、

本市の拠点性と交通の利便性のさらなる向上を目指します。  

 道 路橋りょう整備事業では、道路改良事業や橋りょう長寿命化

事業、浸水対策事業などを行い、道水路の安全性・利便性の向上

に努めます。  

また、中核市移行に伴い、屋外広告物行政にも積極的に取り組

み、まちの景観の向上に努めてまいります。  

  土地区画整理事業につきましては、高崎操車場跡地周辺、浜尻

北交差点改良を重点的に整備するとともに、その他の継続事業に

ついても着実に推進してまいります。  

  市街地再開発事業では、高崎駅東口第八地区および高崎駅西口

第四地区の再開発を推進いたします。  
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  街路事業につきましては、高前幹線、飯塚並榎線、宿横手大沢

線、矢中下斎田線などの事業を実施いたします。  

バス交通対策につきましては、市内循環バス「ぐるりん」及び

代替バスの運行により、市民の交通手段を確保するとともに、公

共施設の利用促進を図ってまいります。  

市営住宅の整備では、山名団地建て替えを最終年度として実施

いたします。  

上下水道事業につきましては、公営企業として健全な財政運営

を行い、将来世代への負担の軽減に配慮した予算編成に努めまし

た。  

水道事業につきましては、水需要の低迷による厳しい事業運営

が続いておりますが、経営の効率化・健全化をさらに進め、安定

した給水体制の確立を目指してまいります。  

２２年度に引き続き、石綿セメント管や老朽管の更新による管

網整備を行うとともに、各浄水場の設備更新なども効果的・効率

的に実施し、水道ビジョンの基本方針である「良質な水道水の安

定供給」に努めてまいります。  

下水道事業につきましては、快適で安全な生活環境の確保や河

川・湖沼の水環境保全のため、引き続き各地域における下水・雨

水管渠の整備を実施してまいります。  

ポンプ場建設事業として、２２年度に引き続き、老朽化した常

盤ポンプ場の改築に向けて土地取得等を行い、整備を進めます。 

また、管路及び各水処理施設においては、必要とする修繕や施

設改良について長寿命化計画を策定し、施設の延命化を図り、適

切な維持管理に努めます。  

今後とも、現行料金体系をできる限り維持できるよう、営業費
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用や企業債の抑制に努め、将来にわたる財政の健全化と安定した

経営基盤の確立を目指してまいります。  

 

◎  「 地域・自治」市民とつくるみんなのまち  

 

  次 は 、「地域・自治」市民とつくるみんなのまちづくりについ

てでございます。  

  地 域の主体性が求められる分権型社会に対応し、自主自立の行

財政運営の基盤を確立するとともに、市民と行政の高い自治意識

に基づく良好なパートナーシップのもとに、市民主体のまちづく

りを推進します。  

 

都 市 集 客 戦 略 ビ ジ ョ ン に 掲 げ た 都 市 集 客 機 能 を 担 う コ ン ベ ン

ション施設や芸術・コンサートホールの整備に向け、基本構想の

策定に取り組んでまいります。  

また、庁舎前広場への平和ゾーン（仮称）の設置に向けた取り

組みを行うほか、男女共同参画社会形成の拠点となる、男女共同

参画センター（仮称）は、生涯学習センター（仮称）との複合施

設として２４年４月の開館を目指して建設を進めてまいります。 

 

依然として、本市を取り巻く状況は厳しさが続いておりますが、

財政の安定を維持しつつ、市民サービスの向上を図っていくこと

は行政運営の基本であります。  

様々な行政課題に的確な対応を図りながら、簡素で効率的な行

財政システムを目指して、事務の合理化などの改革や職員の適正

配置に取り組み、財政の健全性を確保していく所存でございます。 
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特別会計につきましては、事業の円滑な運営が行えるよう、そ

れぞれ所要の経費を措置いたしました。  

 

  続きまして、一部事務組合事業についてご説明申し上げます。 

   

まず、高崎市等広域市町村圏振興整備組合でございますが、常

備消防につきましては、消防救急無線のデジタル化に伴う共同整

備にあたり、実施設計に向けた準備を進めます。  

また、消防ポンプ自動車や救急自動車などの車両の更新や救急

救命士の養成を引き続き実施いたします。  

   

高崎工業団地造成組合におきましては、需要を的確に捉えた事

業推進を目指すとともに、団地販売促進に積極的に取り組んでま

いります。  

 

[結   び ]  

 

  以上、市政運営についての所信の一端と予算の大要についてご

説明申し上げました。  

 

  なお、予算の細部につきましては、財務部長から、その他の議

案につきましては担当部長からそれぞれ説明させますので、よろ

しくご審議のうえご賛同賜りますようお願い申し上げまして、提

案説明とさせていただきます。  


